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労使実務 研究部会
一般財団法人 中部生産性本部
中部地方労働組合生産性会議

新たな成長に向けた労使による課題解決
～活き活きと働き続けられる職場づくり～



　日本企業の強みは、労使が職場の問題に真摯に向き合い、協議を通して解決を図っていくという風土であり、その基盤は健全な労使関係であります。社会・
経済環境、働き方や価値観が多様化する中、新たな企業の成長の実現に向けては、労使実務において様々な課題へ新たな発想、対応が求められており、その意味
からも『労使の協力と協議』がますます重要となっています。そこで、労使の担当・実務者が、職場における共通の課題を共に考え、今後の方向性を検討する場と
すべく、各テーマにおける先進企業からの取り組み事例紹介、有識者からの講演、並びに意見交流等の場を設定し、その課題解決の一助として開催いたします。

第２例会

第１例会

第３例会

2026年度  労使実務研究部会　　

2026年 6月12日（金） 14：00～17：00

～ＴＤＫ　Ｕｎｉｔｅｄの実現に向けて～
「ＴＤＫの理念を継承する人財の育成」

～カワレル Action College の取り組み～
「労働組合の新たな役割、可能性について」

氏ＴＤＫ㈱ 山 崎  滉 季人財本部  日本人財開発統括部  HR CoE部  人財育成課

＜労使が取り組む次世代の人づくり＞

テーマ１

テーマ２

講 　 師

視 　 点

デンソー労組は「これからの時代に労働組合は必要か？」という問いから、組合ビジョンを策定しました。従来の安心・安全を
守る役割に加え、組合員の自己実現・自己変容を促すことを新たな役割の一つに据え、2024 年に「カワレル Action 
College」という企業内大学を設立。組合員の意識と行動力を高め、活動を通じて自己変容を促すことを狙っています。ビジョン
策定時の組合執行部の苦悩や、新たに生まれた取り組みである、カワレル Action Col lege についてうかがいます。

氏デンソー労組 小 林  僚 平書記長講 　 師

視 　 点

と 　 き

2026年 7月22日（水） 14：00～17：00

ＴＤＫ㈱は、「Venture Sp i r i t」という文化を大切にし、「企業は道場である」という考えのもと人財育成をすすめています。
また、「機能対等」という文化は TDK グループ 10万人の個性を生かすダイバーシティの尊重と風通しの良い風土を育んでいます。
これらの企業文化を理解・実践できる次世代リーダー育成として、グローバルマネジメント人財開発プログラム（GMDP）などを
通じ、国際的な視野を備えた人材の計画的な育成を進めています。同社の取り組みについてうかがいます。

若手社員の離職には、希望とは異なる配属や、成長機会の少なさといった背景があります。その対策として、「ジョブ・クラフティング」と
いう考え方があります。「ジョブ・クラフティング」とは、仕事の捉え方・内容・人間関係を主体的に工夫し、働きがいを高める手法であり、
若手のキャリア自律とエンゲージメント向上に有効です。ジョブ・クラフティングの取り組みについて、ワークを交えながらうかがいます。

「ジョブ・クラフティングの戦略的な取り組み方法とは？」

近年、日本でも「静かな退職」と呼ばれる、過度な奉仕を避け最低限の業務にとどめる働き方が広がりつつあります。背景には、働き方の多様化や
価値観の変化があり、欧米のように残業を前提としない働き方が浸透し始めています。しかし、「静かな退職」が生産性を下げてしまうと考える一方で、
欧米では「手を抜けば抜くほど、労働生産性が上がる」といった真実が浮かび上がってきています。この動きが生まれた社会構造の変化を、データを
基に解説するとともに、企業や管理職が取るべき対応や人材マネジメントの新しい方向性や、生産性向上につながる可能性についてうかがいます。

「静かな退 職という働き方 」

筑波大学 　　　 氏池田 めぐみ

＜若手離職防止、変わりゆく働き方への対応＞

テーマ１

テーマ２

講 　 師

講 　 師

視 　 点

視 　 点

と 　 き

2026年 8月26日（水） 14：00～17：00

～安心安全に働ける環境を目指して～

～非難されるべき働き方？業務改善のきっかけ？～

～若手の離職防止の実現～

「活き活きと働き続けられる職場づくり」

日本企業の強みのひとつに、健全な労使関係があります。そこには、労使が職場の課題に真摯に向き合い、対話と協議を通じて解決を図ってきた歴史と
姿勢があります。働く環境が多様化する中で、労使は社員・組合員が安心して安全に働ける環境づくりに日々取り組んでいます。本例会では、守島基博氏を
招聘し、働き方改革やエンゲージメント向上などの労使活動について問題提起をいただいた後、対談を通じて幹事会社・労組の重点活動を掘り下げます。
さらに、グループディスカッションにより各社・各労組の取り組みを共有し、自社・自労組以外の実践から学び合うことで、「新たな視点」を探っていきます。

ビジネスサイエンス系助教

(同)サッチモ 氏海老原  嗣生代表社員

＜労使が取り組む重点課題の今＞
名古屋商工会議所と こ ろ

中部生産性本部セミナールーム・オンライン（併催）参加方法

テ ー マ

視 　 点

と 　 き

趣旨

中部生産性本部セミナールーム・オンライン（併催）参加方法

問題提起プログラムⅠ
対談

グループディスカッション

プログラムⅡ

プログラムⅢ

【対談者】

【問題提起・ファシリテーター】

大同特殊鋼労組
氏㈱デンソー 川 﨑  貴 之人事部労政・技能人事室労務企画課長

氏あいち銀行従組 杉 浦  豊 大執行委員長

氏東邦ガス㈱ 北 原  弘 康

氏嶋 野  俊 博

人事部人事企画グループマネジャー

書記長

氏トヨタ自動車労組 秋 山  大 樹副執行委員長

氏名古屋鉄道㈱ 岩 田　   幹人事部人事戦略担当課長

氏学習院大学 守 島  基 博経済学部経営学科教授



第４例会

第５例会

中部生産性会議
の

ご案内

あ い ち 銀 行 従 組
大 同 特 殊 鋼 労 組
㈱ デ ン ソ ー
東 邦 ガ ス ㈱
ト ヨ タ 自 動 車 労 組
名 古 屋 鉄 道 ㈱

杉 浦 豊 大
嶋 野 俊 博
川 﨑 貴 之
北 原 弘 康
秋 山 大 樹
岩 田 　 幹

氏

氏

氏

氏

氏

氏

執 行 委 員 長
書 記 長
人事部労政・技能人事室労務企画課長 
人事部人事企画グループマネジャー
副 執 行 委 員 長
人事部人事戦略担当課長

（組織名五十音順）

当研究部会の企画立案・当日運営などの中心的な役割をお務めいただいております。

2026年
と き

8月26日（水）

第 １ 回

2026年
と き

12月23日（水）

第 ２ 回

2026年度 幹事 幹 事 会

※講師等の都合により、上記内容は変更となる可能性があります。また、各例会の詳細は、開催の約１ヶ月前にご案内いたします。

2026年 12月23日（水） 14：00～17：00

２０２６年は４０年ぶりの労働基準法大改正が予定されており、企業の労務管理は大きな転換点を迎えます。改正案では、１４日を
超える連続勤務の禁止や勤務間インターバル１１時間の義務化、法定休日の明確な特定、副業・兼業者の労働時間通算ルールの
見直しなど、働き方の実態に合わせた規制強化が示されています。これらは長時間労働の抑制と、健康確保、多様な働き方の両立を
目的とし、企業には就業規則や勤怠・賃金制度の抜本的な見直しが求められます。改正ポイントと実務への影響や対応について
うかがいます。

～労使実務の対応ポイント～
「労使における最新の重要法改正及び裁判例」

氏杜若経営法律事務所 向 井  　蘭弁護士

＜知らなかったでは通じない労使に関わる法令＞

テ ー マ

講 　 師

視 　 点

と 　 き

2026年 11月10日（火） 14：00～17：00

HORIBA グループは、社是の「おもしろおかしく」を軸に、従業員を“ホリバリアン”と呼び、主体性と楽しさを尊重する独自の
企業文化を築いています。福利厚生の企画運営を担うＨＯＣＯＭ（㈱ホリバコミュニティ）では、グループ全従業員が株主として
参画し、“おもしろおかしく”を具現化することを目的に、誕生日会や趣味交流、株主懇談会、自社農園での活動など、多様で創造的な
仕組みを自ら構築しています。“おもしろおかしく”を具現化させる働き方を進める中で、福利厚生制度を充実させる同社の取り
組みについてうかがいます。

～“おもしろおかしく”を具現化するために～
「HORIBA グループの福利厚生制度と取り組み」

氏㈱ホリバコミュニティ 中 城  典 子事業推進部  SHOP・トラベルチーム  マネージャー

＜福利厚生制度、定年延長制度＞

テーマ１

テーマ２

講 　 師

講 　 師

視 　 点

イオンリテール㈱では、社会に先駆け２００７年に定年年齢を６５歳に引き上げました。２０２３年には６５歳定年後も再雇用のフル
タイム社員として働くことができるエルダー社員制度を導入しています。同制度では定年前と同水準の処遇や役職登用を可能とし、
加えて７０歳以降も時間給社員として勤務できる制度を整備しています。これら制度の導入経緯や運用状況、課題や今後について
うかがいます。

～導入背景・運用・課題等を交え～
「イオンリテールの定年延長とエルダー社員制度の取り組み」
イオンリテール㈱

視 　 点

と 　 き

名古屋ガーデンパレス

2026 年  8 月 24 日（月）・25日（火）
と こ ろ

と 　 き

中部生産性本部セミナールーム・オンライン（併催）参加方法

中部生産性本部セミナールーム・オンライン（併催）参加方法

氏阿左見   崇人事部長

（会員・一般）  39,600円（税込）

中部地域企業の人事を含めた幅広い部門の
部課長リーダークラス、労組役員

対 　 象

参 加 費
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新たな成長に向けた労使による課題解決
～活き活きと働き続けられる職場づくり～

●担当／堤・羽廣・中川

2026年 ６ 月 ５ 日（金）

各例会はご登録組織におけるメンバー制にて運営いたします。
各例会の詳細は、開催の約 1 ヶ月前に E メールでご案内いたします。
各例会への出席は 2 名まで可能です。（代理出席可）
録画の配信は許可いただいた講演のみ、後日登録者の方にご案内いたします。（期間限定／第３例会除く）

❶
❷
❸
❹

人事労務担当者及び労組役員

資料代・消費税含む。
１組織２名登録

67,100円
111,100円

・・・・・

・・・・・

一般財団法人中部生産性本部　会員組織
一 　 般 　 組 　 織

2026年 6月 12日（金）～ 2026年 12月 23日（水） （年間 5回）

年間登録費につきましては、請求書に記載の振込み期日までにお振込み願います。
なお、振込手数料については、お客様にてご負担願います。
キャンセルは６月５日（金）までにお願いいたします。 
６月８日（月）以降は登録費の払戻しをいたしかねますのでご了承ください。

❶

❷

開 催 要 領

と　　　き

年間登録費

対　　　象

申込締切日

申し込み方法

中部生産性本部ホームページよりお申し込みください。
https://www.cpc.or.jp/cpc/pages/334/

※ 昨年度登録されている場合、別途ご案内いたします。

中部生産性本部

申し込みページ

一般財団法人  中 部 生 産 性 本 部 《https://www.cpc.or.jp/cpc/》

〒460‒0003　名古屋市中区錦2－15－15　豊島ビル11階
TEL（052）221－1261　 FA X（052）221－1265

2026.2.27 現在

お問い合わせ先

下記事項を確認、同意の上、お申込みをお願いします。
講師の都合などの事情により、日程・時間・内容並びに開催形態の変更をさせていただく場合が
ございます。ご了承願います。
講演の録画、録音、配布資料記載事項の無断転載、オンライン参加の場合は画面撮影、画面キャプ
チャー、ＳＮＳなどへの掲載を固くお断りいたします。その様な行為が発覚いたしました場合、
事務局より削除を要請、または講師より請求されます損害賠償を請求させていただきます。
（オンラインの場合）当方に起因しないシステムトラブルにより画像・音声に乱れが生じた場合に
ついては、再送信や返金はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
オンラインの場合、視聴ＵＲＬ等は参加されるご本人のみ有効です。第三者への転送はご遠慮
ください。
本注意事項については、代理参加となった場合は、代理参加者に自動的に適用されます。

❶

❷

❸

❹

❺

会場 または オンラインの選択制（第３例会を除く）
① 会  場（中部生産性本部 セミナールーム）
② オンライン（Zoom）

（豊島ビル11階）
　〒460-0003  名古屋市中区錦2-15-15

運 営 方 法

注 意 事 項

参 加 方 法


